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ご挨拶

私は官公庁より委嘱を受ける仕書の無い人間でありますが、平成に入って借雑草政局よりの

依頼でrお礼は手紙運動」の委員として年二度長野市へ行きました。この委員を引き受けた大

きな理由は、日本各地で年数回発行される缶念切手の8割が8 0円切手で5 0円切手はわずか

の2割。子供達が修学旅行に行き両親や友達に送る便りは全て　r絵はがき」なのになぜ5 0円

切手が少ないのか、それを公的な会議で主張したかったからでした。

私が父の後を継ぎ当博物館に戻って来たのが1 9 5 8年.三年亀県内の博物館を見て歩き、

三年後アメリカでICOM (固辞博物館会議)出席の為に汝航したのが私の旅の大学の始まりでし

た。写真や少々のメモだけでは糖国してから生々しい境地での配線はまとめられず、二度目の

渡航から母から友人に至る人達にその理由を悦明し、旅先から出す絵葉書に小さく数字をいれ

帰国してのち、それらを回収して数字の順にまとめるとちょっとした旅日記が出来る書に気づ

いたのです。絵葉書のちょっとした活用法です。そんな書で葉書を書く書が兼しくなり、外国-行くとまず求めるの

は兼書用の切手を50枚分、生きた感情を伝えるのは長文の手紙より簡単に求められる絵葉書が一番です.特に私のよ

うに文才の無い人間には、今でも一週間に最低10枚から20枚、妃念切手が発行されると必ず4シートは求めています。

最近上京すると大きな文房具店-行き色々な色のインクを求め四季折々の便りも色分けして書いています。

この度、 r伊藤家明治の絵葉書展」が企画され私も初めて見るものが多く、なっかしく見ている内に明治、大正期

に生きた人達が如何に自分の気持ちを表見したかが、なつかしく又、驚きをもって過ぎ去った日本人の生活の生きざ

まを羨望の心で眺めております。文明が高度に発達した今日の情報の伝達方法の味気なさ、味気の無い日本語。この

度の絵葉書最を見て美しかった日本人の通信と伝達技術を見なおしたいと患います.

北方文化博物館館長　伊藤文書

「軌跡」によせて

ここに. 『にいがた地域映像アーカイブJのN0.2を、お届けすることになりました。 N0.1を

姫々しく発刊してから、 2年半ほどたってしまいましたが、この間、たくさんのみなさんから、

ご心配と淑励をいただきました。あらためて納札を申し上げます.

地域に埋もれている身近な文化遺産の再発見と再評価を絡げた私たちの取り組みは、地域の

みなさんから噴かく迎えられ、おかげさまで多くの成果をあげることができました。

今歯の刊行は、財団替人北方文化博物館のご協力を得て、この11月に開催されるはこびにな

ったr軌跡一伊藤家明治の絵葉書展-」にあわせて企画されました。これは、北方文化博物館

で発見された、 6代伊藤文書氏の夫人であった真砂さんが保管されていた一大絵葉書群の一部で

あります。ギャラ9-に出展されるのは、その一郎ですが、真砂さんとその周辺の人びとの衣

流や、明治時代の郵便書冊や絵葉書文化が浮かび上がってきます。

N0.1でも申しましたが、私たちの教育・研究の営みは、地域の皆さんのご支凄なくしては成し遂げることができま

せん。またその成果を皆さんに披露して、ご感想やご意見をいただくことも重要なことだと息っております。このよ

うな考えから、私たちは、 2009年度から、 r社会をひらく「きづく力」と「つなぐ力」一社会に見える実践的人文知

の清養と発情-」という教育改革プログラムを、文部科学省の挨択を受けて進めております。今回の企画は、その書
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すよう、切にお願い申し上げます。

新海大学人文学部長　附属史郎



明治の実逓便　絵葉書
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六代文吉と真砂夫人時代の伊藤家

r絵葉書展」の資料から見えてくる実相

抗劃mm wmMi周fci zrrrei問日　　　恩　　　田

新潟県の大平野をよぎ

る二本の大河がある。借

州借沸川から沈れ込んで

いる日本一の長さを誇る

借溝川、曾津盆地から流

れてくる阿賀野川。この
f*E

阿賀野川西岸に「択海」

と呼ばれる三百声余りの

集落がある。この地に江

戸時代中期から枚を下ろ

し、明治、大正、昭和にかけて代を重ねて、やがて套商

から妻農-の道を歩み大地主となった一族、伊藤家の本

邸がある。この地方一帯ほ、阿賀野川はじめ大小河川の

氾濫原であったが,伊藤幕はこれら土地の形勢が不利な

地域の大規模な開拓を行い悪田を美田に変え次第に広大

な新田を集積していった。地主としての先生は明治に入

ってからであるが、やがて所在-市四部六十四ケ町村に噂

り、所有田畑l,372ha、山林1,OOOha、差記入78名、

養所58ヶ所、小作人2, 800会名を教え、作徳光三万俵、昭

和期には県下一の地主となった。　　　　　.

1882 (明胎15)年から8年がかりで建てられたこの本

邸は敷地8,800坪(30,OOOnf) 、建坪1, 200坪(4, 000nf)、

部屋数65を数える純日本式の豪壮さを備えた邸宅である。

長年の風雪に耐え、往時の姿そのままに豪農伊藤家の暮

らしを今に伝えている。

当時の田大別ま農地解放によって伊藤家の所有から触れ

たが、かつての栄事を肯るその遺構は北方文化博物館と

して財団によって管理されている。 2000 (平成12)年4月、

国の登録有形文化財に登録された。

2009年、端から鱒まで100mはあろ

うと思われる奥土蔵の2階戸棚から十

救冊の古いアルバム帳が出てきた。重

厚で明治の香りを発散し、暗がりの中

で庫いていた。当時から理事の許可が

なければ入れない宝蔵といわれてきた

その蔵で、美術品の陰に隠れていた本

当の宝物を見つけた。

発見された数々の絵葉書は1800点に

のぼるが.撫せばまだ出てくると含蓄

するところ大である。ジャンルは多岐
'SJfA

にわたり、達者な運筆で認められた絵

葉書群の美しさに臓の中で釘付けにさ

れ.しばし明始、大正、昭和の移り変

わるその時代に生きた伊藤家のひとびとの中に溶け込み

タイムスリップしたようであった。

ォ* r

六代文書夫人夫砂が未亡人となった、

1903 (明治36)年は、絵葉書文化の畢明

を告げ絵美書メディアが世俗に浸透し

ていく時代であった。それまでの書簡

は、和紙の封筒手紙のやり取りによる

ものが多く凍されている。例えばここ

に、 2011年初めて存在が明らかにされ

た真砂直筆の書簡がある。義妹イツの

嫁ぎ先、分田村(曳阿賀野市)大岡家

に送った巻紙の礼状である。達筆に書

かれた文面は後述する六代文書との新

婚施行の際、道中の安全を願い守り刀

を大岡氏から預かり、そのおかげで京

都、広島、東京-の七十余日間に量る

族は、 r鼻紙一枚たりとも使用せず、

無書婦郷できたj　旨の手紙がある.守

り刀のおかげで島部も引かず、無病息

災で柵姉できたという内容の礼状であ

る。遣先は、大岡治平宛、差出人は伊

藤文書となっているが、真砂が書いた

ものである。また、その太刀は、大岡

家の家宝として代々引き継がれている。

女性はカタカナの名前が多かった明治の時代に、湊字

名を授かった名門村山家から輿入れした真砂は、旧家の

捕りであるr足入れ(貯旭の成立祝いをすませずに嫁

が杵家に入ること.広辞苑) 」を麗験する。入姪は1892

(明糖25)年5月23日、晴れて入籍となったのは、その

年の9月3日、 3ケ月余の足入れ期間があった。伊藤家に

入線したものの、その期間中の手紙の差出人名は伊藤真

砂ではなく村山真砂となっている。

伊藤家では1882 (明治15)年から着工していた大邸宅

の築造が竣工した。その翌年の1890 (明治23)年春、五

代文書は、六代となる許次郎の虎捜しを開始していたの
°

だ.伊藤章にふさわしい家柄の娘を探索した内癖の書面

によると、なんと新皐県下全域にわたる名家.財閥から

五十六幕の住所氏名と注釈付の一覧表が作成されていた。

集達したばかりの大邸宅が直ぐ権終鳶の地となること

を誰が予想したであろう。五代文書は、年も押し迫る18

91 (明胎24)年の暮、跡継ぎの嫁の決定をみずに、四十

八鏡にしてこの世を去った。残された妻キイ四十三載、

停嫌次郎は二十一歳。葬儀後の1892 (明治25)年1月8



日に家督相続し、翌9日は、嫌次郎改め、六代文書-の改

名許可届出書を提出している.また、 1月22日付の新潟

新蘭(新輯日報の前身)には改名広告も出している。

明治25年の晩春、未亡人となったキイの主導で、この

鮭探し五十六家一覧表にはなかった高柳村岡野町(曳柏

崎市)の庄屋、十代村山書次の次女真砂(十六歳)が尊

び定められたのである。伊尊家からすれば家柄が格段に

高い村山家とつながりを持つことで、財力に見合う家柄

の向上を囲ったのである.

EEE2HS2E箪Httm'j山間ggK田S^33li

に高柳の地に移住し、それからは歴代に王り岡野町の大

庄塵を努めた名門。代々文人墨客が多く、八代正茂の弟

は北越曹譜で知られる鈴木牧之の娘婿であり、九代鉄青

は山水画を能くし、分家の村山致道は画家である。累代

続く文人家系で生まれ操恵に育った東砂は、長岡での腹

入り修行により博学多織な才女に転じていったのである。

五代文書の次女ヲクは、新鶴の秦商、四代斎藤喜十郎

へ嫁いだが、子宝に恵まれず弟の庫四郎が次代を継ぎ、

七女八代重が嫁している。真砂と絵葉書のやり取りが多

い末っ子八代重とは、年齢差もあり、文面からすると真

砂はとりわけ可愛がっていたようである。また、八代重

は後にでてくる六代文書の書青兼茶室r三角間(後の三

糸車) 」を一時期寓居としていた。ここは.八代重が生

まれたれ屋r新臭」から廊下で直結し、かつての嫌次郎

の勉強細塵でもあった。この新兵と呼ばれる都農で、謙

次郎は悶々と三角間の国面を作成した。この三角間は、

1 1坪余の書斎兼茶室で.水鹿もあり柱、建具、畳のほ

とんどが三角形や菱形で、正規の量1枚だけが中心に据

えられた世にも耗なる小事である。昭和に入りこの三角

間を七代文書が三無事と命名した.

嫌次郎はこの部屋を　r元治房」と名付け、自らを　r元

捨房主」または、 「元格闘」 、 「南洋子」と辞した。こ

のr覧jを放射ヒし、定紋にかえて用いる裏家紋とした。
Jbがで_　丁の　r諒l　をもて事開A,だ安貞廿日1人_P)の日1半纏を

着た男衆が、 1892 (明胎

25)年5月に六代文吉と

なって間もない謙次郎の

貯儀で.花嫁真砂を迎え

る儀式の警護や営繕方の

祝儀展となっていたので

ある。元は元首の元、伊

藤家の貫となった重圧を自ら噛締め.自覚しこの元とい

う文字に拘泥していった。常時着用していた鍵札、ふみ

籍、清柵、酒瓶の籍などには丸元の境印が押されている。

また、六代愛用の印籍が二糖凍されている。この中には、

三東山主、元治房等々と刻まれた竹、石、鉄、卓牙等の

数十種類の印判が収納されている.

さて、新郎文書22錬、新婦真砂16歳の婚儀は三日間続

き、披露宴の第-日目は、両家親族50人、二日目は、番

賓、米の仲買人、土地の支配人等約100人、三日目は、村

の主立ち、集落の小作人、使用人等、 100人で三日三晩盛

大な祝宴が続けられた。

1894 (明治27)年3月29日、長男文之助が生まれ、落ち

着いたころ翌年の3月に世奮係の男女二人をお供に、人力

車四台で新婚旅行に旅立つ。東和を拠点に奈良、伊努と

参拝や見物にまわり広島-も足を延ばしている。帰路は

東海道鼓由で東京に出て会津潜りで5月に帰り着いた旅は

七十余日間にも及んだ.この年の10月、不運にも文之助

は1畿8ケ月で天折する.六代のr覧嵩等韻筈韻軌とい

う妃録覚書帳には.十月廿八日午前零時弐十分病死と書

六代文書を中心とした
伊藤家系苫普園



いてある。夫妻の悲しみがはかりしれなかったことは想

像に難くない。待ち望んだ第一子が生まれることの喜び、

そして世継となる長男の成長の記憶をこの紳卦に書き留

めていたが、 200貢のうちわずか33貢の記録のみで文之助

の火葬、葬儀が終わった後からは、この紳肝は洩りの167

貫すべて空自の未使用のままで終わっていた。常用して

いた机上の「矢立」の中の筆はさぞかし重かったのであ

ろう。この空白となった和紙の厚みが虫食いの穴ととも

に六代の悲しみの深さを物希っている。

夫の死後、真砂は絵葉書文化の幕開けと共に、実家の

兄、義弟、妹等、親戚との辞を封書から絵葉書に転じ辞

書との深い辞をさらに強めていく。

礼状.見舞状、年賀状等のやり取りによる実逓便の絵

葉書は、交互に伝え送る「逓」と、便りという「付」か

らなる　r適作」という役目から、記念思錬、収集保存す

べきコレクションとしての要素を含みながら隆盛を極め

ていくのである。晩年の真砂は、絵葉書帖を見ることも

-つの轟しみとしていた。出しゃばることなく寡黙さと

富を傭えた真砂は、ここ択海の集落の人たちからも敬愛

されていた。

1896 (明胎29)年12月11日、次男韓夫が生まれる。簿

夫は、後の七代文書となり、慶応大学からペンシルバニ

ア大学ウオートンスクールを卒業後、コ-ネル大学にも

籍を置き勉学に励んだ。 8年ほど米国に滞在した所帯道

具をいくつもの大型トランクに藷め込み、 1925 (大正14)

年、 AWATAMARUという客船にて帰国した。道具の中でひと
と^・・^

きわ大きかったのが、社球といわれるビリヤード台であ

った。今も静かに二階の展示室に置かれている。糖国し

たこの年、輝夫は、東胡、米沢家の娘竹子と結婚。竹子

は東京生まれのハイカラな人、自然体で行動すれば、旧

家の風習にそぐわない場合もある。そのようなとき、夫
モtう　と#

七代(挿夫)は、簾の札相か容めるが、母真砂は、それ
>tl

は、私が指示したことだと嫁竹子を庇い、また真砂の指

示で良い着果のことは、嫁がやったことだと竹子を撫譲

していた.いつも、嫁を庇う真砂の患いやりの心は.村

山家の右近と教育からくるものであった。

1927 (昭和2)年には八代文吉となる音彦も艇生し、

安泰な日々が続くかのように思えた。県下一の大地主と

しての時代が続いたが1931 (昭和6)年、満州事変勃発.

続いて太平洋戦争-と移り、 1945 (昭和20)年終戦.こ

の1カ月後七代文書は、この館を博物館にする決意を固

めたのである。

終戦直後、伊藤家の調査に来た進駐軍ライト中尉と七

代文書が会醇を交わすうちに偶然にもペンシルバニア大

学の同忠生ということが分かった。伊尊家の遺構保存の

ための故人化への道のりは幾多の困難があったが、この

出会いにより財団法人毅立に向けて拍車がかかった。そ

の年の10月10日に申請した財団法人設立申請書は却下さ

れ、再提出命令を受けていた。

その後はライト中尉の絶大な支旗もあり第二回目の財

団法人毅立罷可申請書は、 1946 (昭和21)年2月12日に

無事許可となった。その影にはもう一人の立役者、伊藤

家新潟の別邸(晃新潟分館)に寄居することとなる文人

曾津八一の存在があった。英静教師の鼓験を持つ八一は

ライト中尉と横蝕の械会もあり、ライト中尉に伊藤家の

財団法人化-の助書もしていた。かくして、わずか終戦

から半年後に、財団法人史錬文化振興会(後の北方文化

博物館)が漸く誕生したのである。

出　鼻
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メディアとしての絵はがきはどう使われたか-伊藤家の交連をめぐる小さな喜び一

軒卓大学人文学部教授原田健一

1.絵はがきが普及し始めた頃

曳在のような切手を用いた、重量別、全図均一料金制

の近代的な郵便システムが制度化されたのは、 1840年か

らである。イギリスにおいて始まり、その後、各国で取

り入れられることになる。はがきは、オーストリア・ハ

ンガリー帝国で1869年10月に発行され、 1870年にはドイ

ツ、イギリスで採用され、それ以降各国が続くことにな

る。絵はがきを可能にする、私製はがきの制度は, 1870

年にドイツではがきの採用と共に認められ、順次、各国

でも援用されることになった。

この私製はがきに絵を入れたはがきの最初は、 1870年

の曹仏戦争のとき、ドイツのA.シュワルツが官製はが

きに兵士と大砲を印刷したものだとされる.どちらにし

ても、戦争をきっかけにして、ドイツとフランスで絵は

がきが盛んに使われるようになる。その後、ヨーロッパ

では、さまざまな絵はがきが出され収集が盛んになる。

ところで、日本における欧米の郵便制度の本格的移入

は、 1873年で、私製はがきの発行は、 1900年からである。

1902年には万国郵便連合加盟25年記念の絵はがきが発行

され、人気を呼び、 1904-06年に発行された日露戦争戦

役記念車便絵はがきが空前の売れ行きとなり、絵はがき

が社会に定着することになる。 (1)当時の様子について、

書いたものをみてみよう。

・(1904年)八月下旬から戦前を開始したま軍は、九月
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しく、今書物で調べて見ると一万七千五百三十九人となっ

ている。非常な兼戦で、敵もその割合で死んでいる筈だ。

とにかくこれで、この戦争にやや目鼻がついて来たように

患われる。沙河の大戦にまた勝った。そういうことのある

虎に東京市民は戦捷祝いをやり、郵便局では戦捷記念絵は

がきを売り出した. (略)この戟捷把念絵はがきに依って
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とが珍しくなくなった.とにかく三枚一線の鞍捷妃念絵は

がきの契桟は素晴らしいもので、郵便局-早く買いに行か

ないと、じきに売り切れてしまう。熱心な連中は、明日売

り出すことが知れると、まだ夜の明けない中からおしかけ
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なく江戸補の郵便局では、押すな押すなと押しかけた群衆

の中に窒息して死んだ少年が二人までもあった.多分この
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俄かに高価になったのは。 J (2)

戦時下、あまり多くは語られない人びとの朴報とは蓑

膿に、戦勝を祝う絵はがきに人びとが群がり熟狂する。

当然のことながら、官営絵はがきの刊行、そして煙草の

官営化も戦費調達の目的のためであった。ところで、し

かし、人びとはなぜ、絵仕がきにかくもまでも熟狂した

のだろう。

佐藤健二は.絵はがきが大衆化する過程には、一つ目

として郵便制度に私製はがきのシステムが導入されたこ

とあげ、二つ目に郵便制度そのものが園醇的なネットワ

ークをもち、ローカルとグローバルなものをつないでい

たことを持補している。つまり、欧米の絵はがきの施行

は、そのまま日本の絵はがきの沈行となって拡がるよう

な国幹的な繋がりが、メディアに内在していた。

そして、三つ目に何事かを妃念する絵はがきの誕生を

あげている。そこには、戦争という大きな事件が絡み合

う。既に述べたように、最初の絵はがきが曹仏戦争をき

っかけとして発行された慰問はがきであった。また、日

本において、絵はがきが定着するのも日露戦争によって

である。確かに、絵はがきの内容をみると、戦争と回家

の表徴である天皇は、大きな割合を占めている。また、

戦争の様子を伝える絵はがきは、その後、事件や天災地

異の災害、例えば、関東大震災などの様子を伝えるもの

へと展開していくことになる。

また、一般の庶民にとって、戦争は見ず知らずの異境

の地に行くことを意味し.国家規模の人間の大移動とし

て、新しい旅の鼓験となった。旅先の各地の物珍しい風

景や民俗などの絵はがきを送ることは、兵士にとって敷

少ない楽しみであった。こうした気持ちや感情は、旅先

で名所旧跡の絵はがきを送る習慣-と転化していく。

また、逆に、残された家族や友人たちは、戦地の兵士

となった人びとのことを思って、慰問としてさまざまな

物を送った。その中に,薯妓の美人絵はがきがことのほ

か好まれた。こうした美人絵は浮世絵の伝統を引き継ぐ

だけでなく、スターのブロマイド写真、さらにはピンナ

ップ・ガール-と発展する。 (3)

絵はがきという一つのメディアが社会-普及するのに、

戦争という国民的な軽験が必要だったことは、思った以

上に重要である。ところで、先の征音で、日露戦争時、

戦争に行った友人たちからもらったはがきについて、 r

軍事郵便としてあって、ただのはがきとは違っているの

も何か特別な感じを与えた。正宗は手紙で戦地の寒いこ

と、荷物を積んで車を引いて行く時はそう菩しくもない

が、空軌こなってから帰る時の寒さが身に絡みて辛いと

書いてあった。そして国家のためとは青いながら何故象

西亜と戦をしなければならないのか,その意味さえ解ら

ずにこんな苦労をすることは実に馬鹿らしい、と泣きご

とが述べてあった」 (4)という。死にたくないというのは、

誰しもが思う本音である。多分、絵はがきというメディ

アが爆発的に社会に広がる背景には、勇ましい愛国のか

け声とは裏腹にある人びとの声にならない、声にしては

いけない、小さな怒りがあった。



2.贈与としての写真、絵はがき

しかしながら、絵はがきというメディアが社会に広が

るにあたって、人びとの心の底にあったのは、こうした

小さな怒りだけであろうか。少し観点を変えてみよう。

加藤秀俊は、絵葉書は　rバリに着いたお嬢さんが、母

親や友だちあてに、無事つきましたといったことをほん

の二、三行書いて送る。絵葉書というのは無意味なよう

で意味があり、意味があるようで知恵味なJ　ものだとし、

それは一種の贈答関係として成り立っているとした。そ

して、その内容は、要するに「私はここにいますという

存在虹明ですから、それまでの郵便とはまるでちがう」

とし、それは、 r用件のない郵便」だと指摘する。 (5)

ところで、写真研究ではあまり指摘されないが、人び

とは自らの写真を撮ってもらった時、プリントし、自分

の知り合いに見せたり紀ったりする。それは時に、卒業

であったり、結婚であったり、子どもの出生であったり、

また戦争の出征であったりなど、何らかの人生の筋目を

伴う。なぜなら、写真はさまざまな人生の集札と凍く関

わっているからだ。

人は推しも、一人で孤立し生きていくことはできない

し.なんらかの集団に所員し、人びとの開係性のなかで

しか.自らを社会化できない。個人であれ特定の集団で

あれ、どこかで他の人びととの共同性を願望し、またそ

うした共同性に参加しようとする。そのために、自らの

社会的位置を確認し、さらには強化するための効果を求

めてさまざまな行動をし、またその地位を他の人びとに

抵繊させようとする。

贈り物は、こうした時、社会的関係性を強化させよう

とする人びとの思いを顕在化させる社会的行動となる。

M・モースは、贈り物は任意で行われるが、実際には義

務的に与えられ、受け取られ、返礼されるとする。そし

て、こうした贈与のシステムが成り立つ動因として、呪

術的・宗教的観念が、その背景にあるとする. (6)人びと

は、信頼の征として贈り物をし.それに何らかのものを

送って返礼することで、この付精が正当であることを認

める。これを拒否すれば、友情や交醇を拒絶し、不仲や

敵意を示すことにもなる。

絵はがきのやりとりも、そうした贈与のシステムを引

き継ぐものであり、家族として仲間として、共同性の儀

礼として行うものといってよい。絵はがきを送るものは、

また、それを返されることで、その関係性の幹を確かめ

る。もし、渡されることがなければ、沈黙を守ることに

なる。

3.伊藤真砂の伊藤家における立場

ところで、伊藤家の絵はがきコレクションは、絵はが

さが社会に広がった最初の時期の1905-M913年頃の約10

年間のものであり、実際に使われたものが大半を占める。

宛名はそのほとんどが伊藤真砂であり、送った人びとは、

伊藤真砂の夫である六代伊藤文吉(謙次郎)の兄姉であ

る伊藤成胎、八代圭などであり、あるいは伊藤其砂の実

弟である村山亀一郎などである.

伊藤家は、明給に入り、地租改正による土地制度や租

税制度の改革の大きな過程のなかで大地主となる。 1870

(明胎3)年では約116町歩だったものが、約20年後の189

2年には約637町歩となり、さらに1901年には約1,063町歩

で.千町歩を越える大地主となる。この土台をつくった

のは、五代文書(要之助)と妻キイである。五代目夫婦

は10人の子供たちを育てるが、五代文吉は1891年、 48歳

で亡くなる。 21章であった長男謙次郎が六代文書となり、

後を継ぐことになり、翌1892年、上越の刈羽郡岡野町の

名家である村山家の次女真砂(当時16我)と結婚するこ

とになる。六代目夫舟は、 4人の子供たちを育てることに

なるが、六代文吉は1903年、 33歳で亡くなる。七代文書

となる拝夫はまだ7貴であった。そこで、六代文書の妻・

真砂(当時27歳)が親権者となり、六代文書の兄弟であ

る次男・頒進が押本家に婿入りしていたこと、三男は早世

していたため、四男・九郎太(当時25章)が後見人

となる体制がつくられる。当然のことながら、五代目文

書の妻キイ(当時56歳)が全体をしきっていたことは聞

達いない。 (7)

伊藤真砂に果たされた仕事は、巨大となった伊藤家の

地主軽骨が円滑に進められるようにキイから実務を引き

継ぎ.実際の仕事をする番頭たちの性格をのみ込み、仕

事の分抱.役割を調整することであった。また、もう一

方で、夫の兄姉たちとの友好な関係をきづき、一族の窟

束を強めることである。親戚関係における当面の間者は、

床に嬉いだ年上の長女・ルイ、次女・ラク、三女・リヤク、

四女・イツたちとの家同士の親類づきあいと、年下の四男・

九郎太と五男・成治の分家、六女・ティと七女・八代重の籍
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ところで、伊藤真砂と伊藤家にまつわる人びととの絵

はがきによるやりとりは、 1903年以降、六代文書が亡く

なった時からはじまる。それは、世間一般の絵はがきブ

ームと軌を一にするが、それだけではない思い、親族と

しての責務と愛情が込められている。ここでは、やりと

りの多かった五男・成治と、七女・八代童の絵はがきをみ

てみる。

4.絵はがきの結ぶ幹と友愛

真砂が伊藤家に嫁入りした時、成胎は10錬、八代重は3

鰻であった。長じて、六代文書が亡くなった時には成治

は21歳で東京帝国大学をちょうど卒業する頃で、八代Ji

は14歳で女性として多感な時期であった。成治は卒業後

も東京市牛込区矢来町の家宅に住み、後に分家している。

伊藤家の六代目の兄姉たちや真砂も、しばしば東京の成

糖宅に訪れている.新島から離れ、日頃顔を合わせない

となれば、手紙のやりとりは必然ともいえるが、成胎か

らの葉書からはそうした事情だけでないものがみえる.



1907年3月12日(消印)付絵はがきの裏面に書き込まれ

た文章に、 「特別上等製珍熊類の絵はがき教養、宛押木

兄上、姉上の家、兄上、少妹上のは四人様-本日小包を

以て発送申し上げ候」 (NC-C-114-l-039b)とあり、成胎

が絵はがきの収集、コレクションをしていたことがみえ

る。また、同年8月9日付け絵はがきの表面には、 r物を

貯め始めると散りすすきになるのが常で、般鑑遠からず。

母上も爾りですが、姉上はさすがに絵はがきのため主義

ならざるだけに、大分よいのを奮発なさるが轍に結構の

ことです。若し夫れ絵はがきを能く貯へ能く放すことな

きの如きは、蓋し天下一人と申すべき鍬」と、真砂が絵

はがきを集めることに熱心なだけでなく、 T傘に保管し

ているJl.帳面な性格を賞賛している。この絵はがきの裏

面には. 「むし千や　故人の衣　見つめけり　丁未八月

九日」 (A:NC-C-007-l-028b)と句も妃されており、文

学的な教書をもっていた成槍の文人的な気質もかいまみ

える。ちなみに、成治は新鳴市古町に生まれた会津八一

とは中学の時、同放生で親しく、後に八一は北方文化博

物館・新港分館に居住することになる。

ところで、成胎の絵はがき収集Iお.なり熱狂的なもの

であったらしい。 l鮒年2月23日(消印)の冶はがきの表

面には、 r御割愛の絵はがき◎@及び最近の一葉たしか

に共に拝受頂戴仕り烏」と、真砂が大切にしていた絵は

がきを成治に贈ったことが記されている。虚胎は、 「美

しく珍しく相見仕り、小生のアルバムで一異彩を放ち居

り簾」 (NC-C-001-2-088a)と惑赦し、真砂の友愛に濠い

感謝を捧げている.どうやら、真砂は絵はがきを成糖の

ように集めることより、それを通して兄姉たちとの幹を

諌めることに思いがあったとみえる。当然のことではあ

るが、真砂にとって、伊藤家の兄姉たちは、新しい家族
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ところで、絵はがきに対する熱意は、成槍だけでなく

妹・八代量も同じものがあった。 1906年10月5日(消印)

付絵はが号裏面には、真砂の息子四男の虎夫に触れて、

r威ちゃんは絵はがきなくしたそうです、かわりに少し

送るつもりでございますj (C:押C-C-114-2-132b)とあり、

一族で絵はがきを集めることが昏題になっていた様子が

うかがえる。 1908年3月2日、東京に行った八代量は新潟

の真砂に絵はがきを送り、裏面に　rこの絵はがき、おす

き?おきらひ?どちらでございませうJ (B:NC-C-007-1-

133b)かと、姉に甘えるように尋ねている。

真砂は、八代重を小さな境からかわいがっていたよう

である。八代重は、真砂が何やかやと気を敵ってくれる

ことを嬉しいと思い、また頼りにもしていたらしい。そ

の前年の1907年5月23日付(消印)で送った八代意の絵は

がきの裏面には、真砂が東京に来られなくなったことを

残念がり、送ってくれた荷物にあったrきれいなさもの

御送り下されまことにまことにありがたく姉君様の御心

配、御心づくしのはどあっくあっく御礼申し上げます」

(NC-C-114-l-088b)と、いつもながらの細かな気配りに

感謝している。最も、 1909年3月19日付絵はがき

表面には、 「恐入りますがまた味噌をおくって

いただきたくございます(中へ味噌づけも御願

ひいたします) 」 (D:NC-C-001-l-052b)と、東

京に行くと、足らないものがあるとなにやかや

と姉に頼んでいた様子もうかがえる。

ところで、八代意の絵はがきを見ていると何

故か、自画銀的な少女画や美人画が多いことに

気づく。 1906年10月5日付絵はがき裏面(C)の二

人の少女写真には、繊細で自分の将来-不安を

もっている様子が感じられる。 1910年11月に、

八代重は新潟で同じような千町歩地主である斎

藤家に嫁ぐことになるが. 1909年3月19日付絵は,

がき裏面(D)の女優のポートレイトにある「今日、

木村先生と上野の茶会-まいりました」は、東

京で花嫁となるために様々なことを身につけて

いたものだろう.これに、籍貯後の1911年11月2

9日付(E:NC-C-00l-2-014b) 、風邪をひいた真

砂-の見舞い絵はがきを並べてみると、八代重

の女性としての心の成長がたどれるようにも見

える。絵はがきならではの、面白さといえる.

どちらにしても、真砂のこうした家族-の極

め繕かな配慮は、姑であるキイも同感であった

らしい。東京に八代量と一緒に行き、真砂から

の荷物を東京で受け取った1907年5月17日(消印)

付絵はがきの裏面には、 r昨日に小包有Jtく受

け取り侯、毎度ながらも榊面倒掛け侯」 (F=NC

C-114-l-085b)と簡龍に記している。あまり哀

まめでなかったキイとしては珍しく絵はがき'_{

使って.感謝を述べたものである。キイは、二

の冶はがきで表面の下に文書を書かず、裏面Jl

神女の面の顔の細分に小さく書いている。い

にも、信仰心の耳かった人らしい感寛であ有,
、

こうしたやりとりからは、家族の人たちのそ

れぞれの小さな喜びや、感謝の息いがみえてく

る。その意味で、真砂が絵はがきを使うことを

大切にし、一族の清文を強めるコミュニケーシ

ョンのツールとしていたことが分かる。こうし

た時、絵はがきは日々の小さな友愛と信頼の柾

となり、フラジャイルで切れ切れになってしま】
いかねない一族の気持ちを繋げる、しなやかな

uESEftfc3'-/i'fc fca. **Ui,伊巳man

ではない。多くの人びとの家で、秘かに、小さ

な喜びと、時に小さな怒りをと伴った行為とし

tけ▼稚くl■申:　　　　　　　　　　　　　　(uxaMMtne a叫　=
柁■大■鞘事AJ Fars>**ォ凡■　　　　　　　rOメサ>.サT%l +ftサMt.サ.10-1吋.
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NC-C-007-l-1 26b 子供の肋くらべ(其三)耳引

NC-C-∝汀-l-1 31b 子供の腕くらべ(其四)指引

K・Gαn -l- 1 92b (佐渡圃畑野村字三宮)三宮神社

NC-C-∝n- l-129b
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NC-C- ∞7-l-130b 子供の腕くらぺ(其五)首引

NC-C-007- l-1 39b 子供の腕くらべ(其六)掛引

NC-C- 114-3-06b
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伊藤家明治の絵真書「軌跡」
当時の郵便事情を探り、新たなコレクションの魅力を解明する。

伊藤家明治の絵真書展「軌跡」細江英公人開写真展「気骨」今鹿家写真展「草葬」
総合プロデューサー・ディレクタ-　石井　仁志(メディア評論・写真史研究)

絵葉書が収納してある教冊のアルバムの体裁をまのあ

たりにして、その薫革さから内容も未だ見ないうちに期

待感が膨らんだ。しかも土蔵の中でしっかりと保存され、

当時の美しいつlやが紙に残っている。とにかく奇跡的な

保存状態だ。アルバムの1ページ目、最初の絵葉書を手に

とって見ると実際に通借文が書かれ、切手が貼られ、当

時の消印が押されている。 rうっ!」と思わず声が出た。

絵葉書コレクションとしては珍しい実逓便の収集であっ

たのだ。新潟大学人文学部GP授業の一環として、 r地域

映像アーカイブ」の発振作業の途上で、ここ北方文化博

物館に眠っていた明治期の絵葉書群に光が当たった。こ

のときの調査にも同席でき、学生諸君に実逓便の解説や

東料の扱い方などをレクチャーできたことも幸いであっ

たが、わたくLはこのコレクションの特異性を理解しつ

つ目の前のアルバムに美しく並んだ絵葉書の画像にどん

どん引き込まれていった。しかもスキャニング作業の

進行につれ、文面の文書にも注意を喚起され、更にはそ

の時代の伊藤家と親類農者のつながりの一端をコレクシ

ョンから強く感じるようになった。それにしても、ここ

に残された絵葉書を伊藤家に送った人々のなんと筆まめ

なことか、そしてペン書き、墨書を問わず、個性的であ

り達筆であることか。特に墨書の旧かな、当て字、行書

体、草書体にいたっては、判読が極めて困難であった。

にもかかわらず判読できた文面からは、当時の人々のい

きいきとした生活の一端、日常の心配り、四季の移ろい、

行事や旅.身のまわりに起こった事件や事象に対して細

やかな通借がなされている。一見、画一的ともいえる年

賀状のやり取りにさえ肉筆の優しさがこもり、雅趣が津

うのである。つまりこの残された絵葉書の総体から感じ

取れる事象こそ伊藤家六代目文吉の妻で夫の天瀬後を支

えた真砂の感性がつくり上げた伊藤家の時代相といって

も過音ではないだろう。まさに才色兼備の明治女性の面

影がこれらの実逓便絵葉書を通した手紙のやり取りから

そこはかとなく浮かんでくるのだ。唯一つ残念であるの

は其砂自身の発情、返借を確艶できぬことであろう。席

わくは、この伊藤家の親類鼻者のなかに真砂の手になる

書席や絵葉書を保存していた人物もいて将来往復幸衛の

形で絵葉書のやりとりも解明できるとすればなお素晴ら

しいことと思う。

彼女が頼んだであろう絵葉書アルバムを注意深く見て

いると、発情者の絵葉書の画像の選び方や文章の書き方、

画面のどこに文字を配しているかなど非常に興味深く、

それぞれの絵葉書の送り手の人物像が垣間見られ、絵葉

書を見ながらまるでそれを送った人物に会っているよう

な感覚をしばしば覚えるにいたった。なおかつこのア

ルハムの選者の感性、どのような絵葉書をアルバムに残

したかによって画像の種類や、興味の対象や、噂好がう

かがい知れるように感じた。こういった実逓便絵葉書の

コレクションはより数がまとまることによって、なおは

っきりとした収集の特性が明らかになると思われるので、

更なる発掘調査がなされることを期待してやまない。

わたくLにとって、明治期の郵便事情を底辺に据えた

大規模な資料調査は2度目のことである。ライフワークで

ある中島健蔵研究(書誌研究)の中で、中島自身が郵趣

協会の初代会長であり、かつ小判切手の消印から当時の

全国の郵便局名をつきとめるという遠大な計画の実行者

であったこともあり、わたくLも明治・大正期の郵便事

情を調べざるをえず、当然のことながら伊藤家のコレク

ションを含むこの時期の絵葉書流行の歴史もある塩度は

罷織していた。だが実際に豊富な果物をこうして眼前に

すると当時の文化を包含した温かみのある素朴な画像の

力、印刷、エンボス加工などの技術力に驚かされるばか

りだ。この絵葉書群を保存してくれた真砂夫人が、ひと

りで絵葉書帖を管理してアルバムを形成したのか。この

蒐集にどれほどの熱意と工夫とを費やしたか、更に彼女

にとって、この行為の積み重ねが趣味といえる額城だっ

たのか、それとも実用の延長線上に収集されたものだ

ったか、これは今となっては推測する以外に手はないが、

少なくともこれだけの枚数をまとめた実逓便絵葉書コレ

クションは全国でも纏めて珍しいと患う。ともあれ、実

逓便、未使用を問わず彼女の明確な意思によってアルバ

ムに整理して保存された絵葉書群は当時の通借事情、郵

便制度の中の絵葉書ブーム、環代に置き換えるならメー

ルやツイッタ-の役割に近い絵葉書通信の実情を知る上

で極めて貴重である。

とはいえこれらの発見された実逓便の当時の郵便事情

に鑑みた調査はまだ始まったばかりで、整理もなされて

いない。しかし、照査の方向性、可能性はある亀度示し

うると考えるのでそれを掻い摘んで列挙してみよう。い

わば実逓便絵葉書の新たな魅力を付加研究するための序

論である。伊藤家の六代文吉夫人真砂による1905年から

1913年までの絵葉書コレクションを当時の郵便事情の中

で分析すると、まず未使用の絵葉書の宛名面に私製絵葉

書の製造販売元が小さな字で印刷されている。それはと

きには印刷会社であったり、製造販売会社であったりと

多種多様である。切手を貼る場所指定の四角点線内には

内国一銭五度、外国は四銭の切手を貼るよう指示が印刷

されているものもある。特に戦争絵葉書にはこの印字が

入っている。画面側にも広告用に発行し配布した会社名

が印字されているものもある。また、これらの広告絵菓



書はシリーズ化された物によってはかなりの枚数の絵葉

書が一枚の大きな社に印刷され、点線で容易に切り離せ

るようになっていたと思われるものもある。土産にとい

う絵葉書の性格からこういった印字は欧文で印刷された

ものも多い。将来これらの印刷文化や、流通面の研究の

ためにも肺述したような要素を見適さずに無理するべき

であろう。実逓便絵葉書の宛名面では、何といっても切

手および消印を中心とする変化に注意が必要だ。伊藤家

絵葉書では次のような暮色が確私できる。

当時の主賓な切手は菊切手と呼ばれる。甫切手は凸版

印刷で印刷されその名称の根源となる有の御紋章が中央

に大きく配された切手群であり、 1899年から1907年にわ

たって製達された。菊花紋は天皇の負鞍であり、かつ強

大な国家権力を表していた。日清戦争の勝利などにより

伎略的国粋主義の高まりといった風潮が影響したことは

否めない。しかも日本社会は産業革命期ともいうべき時

期にあたり、通付手段としての郵便事業も格段の飛躍期

になっていた。努いそのままに菊切手製造のための要件

通達のひとつには欧文による国名を断然省くというもの

もあったという。更には贋物の発生を防止するために製

版通亀で械梯彫刻の規格化が徹底された。この菊切手群

が伊藤幕絵葉書の実逓便に使用されたのであり、保存さ

れたもののほぼ全ての切手が菊切手である.つまりこの

事実こそ伊藤家絵葉書の年代を推定から事実に格上げし

ているのである。次の田沢型大正白紙切手の最初の製造

が1913年であるから、ぴったりと実逓便の年代が規定さ

れたことになる.さてこの時期の国内郵便の料金は私製

葉書で一銭五度であった。有切手の一銭五度頼面は大き

く分けて2種類、劇色が灰色がかった青のもの*と、暗い

濃いめの兼のもの* * 1である。前者は1900年10月発行、

後者は1906年5月から売り出された。つまり.にぶ紫と呼

ばれる後者の切手が貼られた実逓便絵葉書は少なくとも1

906年5月以降の使用であり、例え消印が判読不能でも年

代は類推される。ただし前者は後者発行後もずっと使用

されているので注意が必要だ。伊藤家の私製絵葉書は当

然この色別にして2種類の切手貼りのものが主沈である。

貫には一銭五度の切手一枚粘りとは限らない。一銭赤茶

と灰色の五度切手の2枚貼り***、五度切手のみの3枚

貼り****も見られる。ちなみに、郵趣の世界ではこ

ういった実逓便のエンタイヤがオークションなどで聴引

されるのだが、貼ってある切手の種類、枚数(頼面) 、

消印の種類などで評価が変わる。つまりは伊藤家絵葉書

の実逓債はその一枚一枚に付加価値もあり、物によって

はかなりな高塀のものも存在する可能性があるのである。

宙が横道にそれたが、それぞれの使用葉書をこういった

エンタイヤの種別としての亀点から分類しておくことも

大切である。切手の色で大きく二つと分類したが.実は

目打ち(切手周囲のギザギザ)の教や紙など細かな分類

はまだ存在する。しかし,伊藤家絵葉書の実逓便の分類

や研究では、これ以上の#細な分類は困難を伴い必要を

感じない。むしろ、これから述べる消印の読み解きこそ

欠かせない作業であろう。まず第-に1905年から1913年

の間に使用された主な消印を紹介しよう。九一型日付印.

柵型日付印の2種がもっともポピュラーであろう。 **2

この2種の消印にもいろいろ種類があるが、簾掛こなるの

で解説は省く。殆どの私製絵葉書宛名面には.切手上と

その他の面に2ヶ所の消印が押されている。これは郵便局、

すなわち集配局と、配達局の印である。それぞれの局が

九一型消印を押すだけではなく、物によっては九一型と

櫛型が押されたり、九二型が押されたりと消印はバラエ

ティーに富んでいて面白い。とにかくどの消印が宛名面

にあっても、そこから汲み取れる惰雛が大切であること

に変わりはない。どこで何年何月何日に出された郵便か?

いつ受け取ったれ　これが消印から読み取れる。がしか

し消印は判統できるものが意外と少ないのも事実である。

特に場所.局名が判読できるものはありがたい。



例外はあるものの伊藤家絵葉書では本宅宛が多いため配

達局印は時期によってほぼ同じ消印が使われていること

が読み取れる。消印にはまるで佃性と表情がある様に見

え、いろいろな仲報を読み取ることができるのだ。伊藤

家絵葉書の中で、教はぐっと少なくなるが、鉄郵印(戟

道郵便印-路線名や時刻が統み取れる)が押してあるも

のや、切手の貼り忘れなどで、未納印が押されたものも

ある.これらのエンタイヤの郵趣的評価は、汚れなどの

度合いにもよるが、数千円から物によっては一万円を患

えEfcWfcfcSt^v

鑑段もさることながら当時の郵便事情や歴史をも含め

て.こうした通付内容をかかわった人々の心情も汲みつ

つ級鍵いてくるとつくづく六代文吉の妻、真砂が伊藤家

の所帯を背負って奮帽していたことが、まるでつい昨日

のように患えるほど響いてくる。それにつけても様々な

魅力を抱え込んだ伊藤家明治の絵葉書コレクションや新

潟各地の貴重な資料がより多角的な分析を受ける為には

新潟大学人文学部地域映放て-カイブのGP授業で続けら

れている資料のデジタル画放化(スキャニング作業)や

地道な資料発掘作業がより一層必要不可欠になるだろう。

そして見えてくるアーカイブスの未来、多様性こそがこ

れからの人文科学、文化構築の大いなる指針となると、

わたくLは借じている。

伊藤家明治の主なできごと
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アルバム単位で見た伊藤家絵葉書資料の概要について

(新現大学人文学部GP授業の成果、卒為より)

新潟大学人文学部卒業生佐藤将太

アルバム　資料番号00トl

計196通収録。エンジ色の下地にエンボス加工された花

と蝶の表紙で、片側2通、見開きで4通の絵葉書を収納で

きる。年代は1909年が107通と最も多く、空白を挟み1912

年のものが54通。ある程度同じ時期に届いたものがまと

めて保存されているがランダムに並べられている。受信
s a c

者は六代目伊藤文吉(謙次郎)の妻である真砂の葉書が

多く126通となっている。送倍音では、謙次郎の弟で五代

目文吉の五男にあたる伊藤成櫓(東京に分家)が最多で6
EKSK

4通、次に村山亀一郎(謙次郎の妹ティの夫)の14通、斎
+よえ

藤八代重(謙次郎の妹、斉藤岸娩在へ嫁す)の8通、のち

の七代目文書である伊藤拝夫の6通と続く.受信者と送借

者を関連付けてみると、 「受倍音:真砂-送信者:成

槍」が最も多く61通である。次いで「真砂一一亀一郎」

が8通、 「真砂-拝夫」が6通である。被写体では、人

物の写ったものが計73通、そのうち美人絵葉書は31通と

なっている。何らかの建物や風景が被写体となっている

ものは32通あったが、 r名所」として確罷できる絵葉書

は9通(社寺・仏閣絵葉書2通)である。また写実絵葉書

が65通であるのに対して、絵画絵葉書が83通と多く含ま

れている。

mいらM^3rgHi!il唱革

計235通収魚。厚手の表紙でページ数も多く、 lページ

内には絵葉書が縦に2通、横に1通入る。大半の絵葉書が

正しい上下方向に保存され、同系統の絵画絵葉書などは

同ページに保存されている。このアルバムは少々特殊で、

前半に実逓便絵葉書が、後半に未使用絵葉書が保存され

ていた。表書きのあるものが115通、ないものが120通で

あった。表書きのあるものについては、 1909年と1912年

の絵葉書が中心である(それぞれ41通, 29通) 。前車に1

912年のもの、後半に1909年のものが片寄って配置されて

いるのが特徴だ.受信者は真砂が最多(85通)で、文吉

と真砂の連名で送られてきたものが13通と多かった。送

信者は成治が39通、亀一郎・八代重が11通。受借着と送

儒者との関連では、 「真砂-成治」の31通が最も多く、

以下は「真砂-八代重」の9通、 r真砂-亀一郎」の

7通となる。内容は絵画・その他絵葉書に分類されるもの

(動物の絵などの印刷)が多く、美人絵葉書や

風景絵葉書も含まれている。また後半の表書きのない絵

葉書は、半数の60通が美人絵葉書で残りも、大半が人物

を被写体とする絵葉書であった。

ア/l〝くム　資料番号桝汀ll

計201通収録で、保存された絵葉書は1907年から1908年

にかけてのものが多い(それぞれ64通、 96通) 。 1908年

は年賀状も多く保存されている。このアルバムは前半が

1907年、後半が1908年と時系列順に整理されている。間

を置いて挟み込まれる1912年の葉書などは、アルバムの

篇纂者が後から挿入した可能性があり、作成ののち数年

の間は閲覧行為がなされていたと考えることができる。

これは他のアルバムでも同様である。受借着はこれまで

のアルバムと同じく、真砂が最多である(126通) 。送

倍音も、成治(64通) 、亀一郎(14通) 、八代重(6通)

となっている。受借着・送信者をみると「真砂-成治」

40通、 「真砂-亀一郎」 28通、 「真砂-八代重」 10

通となる。また成治が文吉と真砂とを連名にして宛てた

葉書が21通みられた。内容は美人(人物)絵集書がメイ

ンである。名所・風景絵葉書もみられるが、アルバム各

所に点在している。その他絵葉書のうち、 1908年正

月の年賀状を教ページにわたり見開きで弁えて保存して

いる様子もみられる。写実・絵画の内駅では、写実絵葉

書の68通に対し絵画綾葉書が129通保存されているQ

アルバム　資料番号114-1

計104通収録。厚手の表紙であるがページは厚手の割り

に弱い。見開きで4通の絵葉書を保存、空欄は見られなか

った。年代は、ほぼすべての絵葉書が1907年であった。

消印の日付でみると、これらの資料が007-1のものより少

し前の時系列に位置していることがわかる。受借着は変

わらず真砂が51通と多いが、同時に文書と真砂連名のも

の47通と多く保存されている。送信者で多いのは成胎32

通、亀一郎13通、八代重8通。文書と其砂の連名に宛てて

成胎が送った葉書が18通と最も多く、以下「真砂-成

胎」の11通、 「真砂-亀一郎」の10通、 「真砂-八

代重」の8通となる。特筆事項として名所絵葉書や社寺・

仏鞠絵葉書にはr記念スタンプ」を押印したものが多く

みられた。



アルバム　資料番号114-2

計145通収録。矢の装飾に「葉書帖」 「POSTCARTEN ALBUM」

と記された表紙で、見開きで4通の絵葉書が収録されてい

る。 1905年、 1906年の絵葉書が多く保存されているアル

バムである。受借着の大半はこれまでと変わらず真砂で

あるが.このアルバム中の真砂宛の絵葉書のなかには、

新海の伊藤家の住所に宛てたもののほかに、東京の成治

の住所で真砂宛に送られた葉書、同地区の大学病院の住

所に送られている葉書が多く含まれている。送信者別で

は八代重19通、成治16通、亀一郎12通のほか、田中正雄

(五代目文吉長女ルイの夫)が12通、伊藤家を出て亀一

郎の媛となったティが7通、成治の妻である俊子が6通.

主に其砂に宛てた絵葉書を書いている。受借着と送借着

の開係別では「真砂-八代重」の18通、 r文書・真砂

(連名) -成治」の11通、 r真砂-亀一郎」の10通が、

多くのやりとりを強敵できる組み合わせである。内容面

での特徴は、花鳥絵葉書の比率がアルバムの中で最も多

いということである。また絵画絵葉書の枚数も、 145適中

103通と多い。またこのアルバムには、次の114-3のアル

バムが挟まれた状態で保管されていた。

アルバム　資料番号114-3

計9通収録。 1ページに1通の葉書を収錬する形式で、ペ

ージそのものに絵葉書を農取るような装飾がなされてい

るのが特徴である。表書きがないため年代の特定はでき

ない。内容は主に軍艦や看護隊の写真がフレームに印刷

された戦没記念の絵葉書だが、アルバムの前半部分に数

通、間があいた状態でまた数通となっており、ほとんど

は空白である。

アルバム　資料番号115-1

計66通収録。厚紙に穴を開け、紐を通して括った装丁

である。すべて年代は不明である。全アルバム中唯一、

ブロマイドを含むコレクションアルバムであり、被写体

は海外の俳優・女優である。またアルバムにただ挟み込

まれていたブロマイドや絵葉書もみられた。

アルバム　資料番号115-2

計100通収録。名所絵葉書、および社寺・仏閣絵葉書が

意図的に蒐集されたアルバムである。宮島・須磨寺・三

十三間堂・清水寺・伊勢・名古屋・箱根・鎌倉・江ノ島

と実に様々な地域の絵葉書が全体の8割を占める。すべて

年代は不明であるが、 1895年に、嫌次郎と其砂が70日間

の京都・奈良・伊勢を巡る新婚旅行に出卸すたという事

実があり、それが絵葉書の地域と一致することから、道

中に入手・保存された絵葉書群である可能性がある。

アルバム　資料番号115-3

計28通収魚。後半のほとんどは空欄である。すべて年

代は不明。動物や人物の絵画絵葉書が中心となっている。

前半に動物のポストカード、次いで和装・洋装が練り交

じった人物の絵葉書群が保存されている。このアルバム

に限らず、絵の描き手が同一らしいものは丁辛にまとめ

て保存されている。同シリーズの作品をまとめることで、

幼帝を形成している見開きがみられる。アルバム舗纂者

の遊び心が見て取れるようである。



rアルバム」という単位

絵葉書を冊子にまとめ、縞纂するという行為が発生す

るのが　rアルバム」という単位である。そこには楯纂者

の意図が見え隠れする。例えば美人絵葉書や俳優ブロマ

イドの菟集という行為を通して美男美女を所有するとい

うコレクションの欲望が伊藤家においても願果していた。

通常、アルバムに保存する際には、葉書を届いた順に表

紙の側から入れていくため、一冊のアルバムには時間の

nmPLB。 MA〔し眉VEffikはEiU型LSfeJBriiKlfi,

葉書の年代に菱があったり、逆になった箇所が多く見ら

れる。これは縞纂者(真砂)がメディアとしての葉書の

使用法に基づいて保存(送受信の時系列を揃え書込みの

内容を整理)したのではなく、絵葉書の絵柄を関連付け

る串5M <旧腰由WMsmxmma臼　　:サヨnzmizj

状のように、他のアルバムの中にも意図的に縛集したと

みられる箇所が確罷できる。アルバムの再読を意戟し絵

葉書を美麗な状態で保管しようとする、真砂の凡帳面な

性格がうかがえる。全体を通じて、 1910年　蝣1911年の絵

葉書の量が少なかったが、北方文化博物館には今回扱っ

たもの以外にも未整理の絵葉書アルバムが多く残されて

おり、それらの中にこの空自を埋める絵葉書群が保存さ

れている可能性は大きい。また、今回分析を行ったアル

バムには、先に述べたように成槍・亀一郎・八代意など

の近しい人物からの絵葉書が多く保存されていたが、た

とえば今回のものとは別の送借着から送られた絵葉書を

まとめ、アルバムとして保存しているということも考え

られるであろう。

C文責　石井仁志)
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原田健一(はらだ・けんいち)
折PfJJ3日JB^g30gE5g　還昌

引」HJ」33円i iimTiJA jz

学院社会学研究科博士課程修了

紳士(社会学).専門は映像社

会学、メディア文化史.映像・

嗣Zxa,.ii&xmx& 。 EHSに詣

好捕棉旧邸の雷蜜に従事すう二

E Haam E∃VJW'liY*印む

jgfrfcdTEgK屈Hti則u班EB

欄や績査、データベースの作成

・lL亡どをおこなう.著書としては

F占骸期練輸資料大系・大東文

化繍全五着J (着技書店2008-

009年、共繕) 、 r峡偉社会学の

農開J (単文杜2007年) 、 r粛

玩'MMM畢I. "II,-:</.'lI..旦　川2

社2003年)など.

佐藤将太(さとう・しょうた)

1987年、新鶴県生まれ.新鶴大

譲人文学気情報文化鼻亀惰傭メ

-Sィア輸膚鐘コースにて、故姉

37日L33昭巳gtszs三田問

:=ついて学ぶ. Jt田鎗一枚渡に

1I3HK"∃E三二文'ォm;J i ]

乃g:<T:.Tォaaa四日IVI XZfF

たほか、 「地域映像アーカイブ」

」ZMi画2H5H. J層UCJSE∴

2011年3月卒乗.

石井仁志(いしい・ひとし)
20thメfィア評論・メディアプロデューサー

1955年富妓県仙台市生まれ.ア

テネ・フランセ高専科修業.占

iLL'iL-il'月研frKifcfaヨ化HS

電および詳論(写真、映像、奮

発) 、中島鍵蔵研究をライフワ

ークとしている.写真分野では

木村伊兵衛研究、細江英公研究

を中心に曳代書手写真家の作品

研究および農貴会、個展のプロ

デューサー、キュレーターなど

を務める.清里フォトアートミ

ニL一一ジアムのヤングボートフォ

リオを毎年支社している。緒の

広い芸術分野の離合、文化サロ

ンの構集を目指し、言輪活動を

展開している.岩渡書店r古館

*8*ite*****・*mxi搾監田

5巻』の鱒集・執事を抵当。

佐藤隆男(さとう・たかお)
北方文化博物館統括室長・学事JL

1950年生まれ.新楓大学鼓済草加

経営学科を鼓で、新楓大学大学院

見代社会文化研究科博士前期課程

未繍期退学。 1988年-2005年八代

伊藤文書秘書、 201時まで審理部

長1987年～2帥5年星撮裏ギャラ

リ-企衝展示を担当、収蔵品6300

点の管理、県警整亀及び所有の重

文、四措定名勝、登録有形文化財

の保存修繕計再尊を抵当。八代伊

藤文盲と各種会亀で世界を回り、

グローバルな視野感鷺を養う。

伊藤家明治の絵葉書展
6代伊藤文吉時代の実逓便

主催:財団故人北方文化博物館

新現大学人文学部

脇力:清里フォトアートミュージアム

細江英公写真柳究所
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新潟日報社
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朝日新聞新鶴総局

産農新聞薪鼻支局

毎日新聞新鶴支局

月刊にいがた
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JtJMfc*7*f7
1薪轟大学人文学部GP授業の成果として一

教育改革プログラム
JTTT3威EHf邑CTE G IlrlJH-rFE7riff口f.m¥A KUEj玩EERt H.i e

第二号　　　2011年11月2日発行

権集・発行　財団法人北方文化挿物館

新泡大学人文学部

間合先　　　〒950-0205新淋市江南区択推2丁目15#25号

財団法人北方文化博物埠

竃甘: 025-385-2001 FAX : 025-385-3929

URL : http://hoppou-bunka. co血

印鋼　　　　有限会社兄弟生印刷所



傘新馬大骨

井　田ILi^^^^^J^^田
N°rthern Culture MusEUM


